
 

 

鉄筋コンクリート充填鋼管構造に関する実験的研究鉄筋コンクリート充填鋼管構造に関する実験的研究鉄筋コンクリート充填鋼管構造に関する実験的研究鉄筋コンクリート充填鋼管構造に関する実験的研究    そのそのそのその 2222    
    

八戸工業大学    正会員 ○ 長谷川 明 
八戸工業大学    正会員   塩井 幸武 
八戸工業大学大学院 学会員   石橋 博則 

    
1.1.1.1.はじめにはじめにはじめにはじめに    
鉄筋コンクリート充填鋼管(RCFT)構造は従来の構造と比較して優れた耐荷力・変形性能を有している。しかし

RCFT 構造の設計に関する指針が確立しておらず、基礎研究もあまり行われていない。そこで本研究では RCFT
構造の力学的特性を調査するための圧縮試験と曲げ試験を行った。これまでの試験では RCFT構造の配筋の種類、
リブ付鋼管の効果について調査を行っている。今回はその他

に、鋼管の板厚と充填コンクリート強度が RCFT構造に与え
る影響についても調査を行った。ここでは圧縮・曲げ試験の

ひずみ挙動に関する結果について述べる。    
2.2.2.2.結果結果結果結果    
(1)(1)(1)(1)圧縮試験圧縮試験圧縮試験圧縮試験        
圧縮試験では図-1 に示す位置においてひずみを計測した。
図-2 に低強度充填タイプ(N45LM-C)と高強度充填タイプ
(N45HM-C)の応力－ひずみ関係を示した。高強度タイプの最
大荷重時のひずみは低強度タイプと比較して非常に小さく、

最大荷重以後急激に耐荷力を失った。図-3に主な RCFT柱試
験体の鋼管の円周方向と軸方向ひずみの比(εsx/εsy)と正規化
荷重の関係を、図-4 に同試験体の充填コンクリートの水平方
向と軸方向ひずみの比(εcx/εcy)と正規化荷重の関係を示した。
充填コンクリートのひずみ比は荷重初期から P/Pmax=約 0.6
までほぼ-0.2 を推移しているが、鋼管のひずみ比はそれより
やや低い値で推移しており、コンクリートの横方向の膨張よ

り鋼管円周方向の広がりが大きいことが分かる。鋼管の板厚

や鉄筋の種類によっては大きな違いは見られなかった。図-5
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(c)ひずみゲージ拡大図

(b)柱試験体上面図

(a)柱試験体側面図 (d)鋼管表面のゲージ位置

図図図図----1 1 1 1 ひずみゲージの位置ひずみゲージの位置ひずみゲージの位置ひずみゲージの位置    
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に主な RCFT 柱試験体の充填コンクリートの水平ひずみと鋼管円
周方向ひずみの比(εcx/εsx)と無次元化荷重の関係を示した。コン
クリートと鋼管が完全に一体化していると仮定するとεcx とεsx

は等しい。しかし実際は前述の通り鋼管とコンクリートの挙動が

異なるため、コンクリートが破壊ひずみに達するまではεcx/εsx

は 1より小さい値で推移する。そして P/Pmax=0.6～0.8でコンク
リートが破壊ひずみに達すると体積膨張が始まりεcx/εsx は 1 に
近づいていく。配筋の種類で比較すると、かぶりの小さい

RCFT(LB-Ｃ)が他の試験体に比べて完全な合成状態である 1 に近
い値を示したが、かぶりの大きい RCFT(LS-C)とニ重配筋
RCFT(LW-C)は 0.8 前後までの上昇にとどまった。これは鉄筋に
よってコンクリートの膨張が妨げられたためと考えられる。普通

鋼管使用タイプに比べてリブ付き鋼管使用タイプ(R60)は荷重初

期段階で 1 に近い値を示した。これはリブの機械的摩擦により
コンクリートと鋼管が一体となり挙動したためと考えられる。 
(2)(2)(2)(2)曲げ試験曲げ試験曲げ試験曲げ試験 
曲げ試験では図-6 に示す位置においてひずみを測定した。図

-7、図-8は普通鋼管使用 RCFT梁とリブ付き鋼管 RCFT梁の荷
重－ひずみ関係を示している。リブ付き鋼管使用タイプは普通

鋼管使用タイプに比べてひずみの伸びが大きい。特に引張側の

ひずみの伸びが著しく、これが靭性増大の要因の一つと考えら

れる。図-9 はリブ付き
かぶり大 RCFT 梁の断
面内におけるひずみ分

布を示したものである。

これによると約 20kN･
m 時にすでに中立軸の

圧縮側へのシフトが見

られた。圧縮側において

は鋼管と充填コンクリ

ートのひずみ分布がほぼ一致していたが、引張側では約 120kN･m からコンクリートのひずみがほとんど増大し

なかった。これは引張側コンクリートにひび割れが発生し、測定点のひずみが増大しなかったためと考えられる。 
3.3.3.3.まとめまとめまとめまとめ    

（1）鉄筋は耐荷力にさほど寄与しないが、内部コンクリートの破断を防止させ靭性を向上させる。 
（2）リブは鋼管とコンクリートを一体化させ強度･合成効果を向上させるが、曲げを受ける場合、圧縮側では一

体化され合成効果が高まる一方で、引張側ではリブがひび割れを促進して強度を低下させる可能性がある。 

（3）鋼管が薄いほどコンクリートによる座屈補剛効果が大きくなるため合成効果は高くなる。 
（4）コンクリートの強度は合成効果にさほど寄与しない。また、高強度コンクリート充填 CFT が圧縮を受ける

場合は靭性に乏しいが、曲げを受ける場合の靭性は、低強度タイプと同等である。 
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(b)A-A断面のひずみゲージ位置

A
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(a)曲げ試験の模式図

図図図図----6 6 6 6 ひずみゲージの位置ひずみゲージの位置ひずみゲージの位置ひずみゲージの位置    

図図図図----7 7 7 7 荷重－ひずみ関係荷重－ひずみ関係荷重－ひずみ関係荷重－ひずみ関係((((普通鋼管普通鋼管普通鋼管普通鋼管 RCFTRCFTRCFTRCFT 梁梁梁梁))))
N60LB-B Laod-strain relationship
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R60LS-B Strain distribution in transeverse
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